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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第74期

第３四半期

連結累計期間

第75期

第３四半期

連結累計期間

第74期

会計期間
自　2019年12月１日

至　2020年８月31日

自　2020年12月１日

至　2021年８月31日

自　2019年12月１日

至　2020年11月30日

売上高 （千円） 21,217,561 25,757,404 28,681,191

経常利益 （千円） 3,487,480 4,548,543 4,612,524

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 2,396,396 3,447,497 3,313,545

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,328,571 3,958,214 3,472,308

純資産額 （千円） 33,881,631 37,918,218 35,025,273

総資産額 （千円） 43,633,666 47,826,264 45,324,390

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 108.19 155.62 149.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 76.8 78.3 76.5
 

 

回次
第74期

第３四半期
連結会計期間

第75期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年６月１日

至 2020年８月31日

自 2021年６月１日

至 2021年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.78 54.20
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しており

　　ません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業及び業績に及ぼす影響については、今後の推移を注視してまいり

ます。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種経済活動

の制約が続く中、一部では持ち直しの動きもみられるものの、依然として先行きは不透明な状況で推移しておりま

す。

このような状況の下で当社グループは、2020年11月期より、長期経営計画「Next Stage 10」の後半となる、第２

次５ヶ年中期経営計画をスタートさせ、その目標達成に向けて、各種施策に取り組んでおります。化成品事業にお

きましては、選択と集中による製品の新陳代謝を図り、採算性の向上に努めるとともに、グローバルに市場が拡大

するUVインクジェットプリンター向けに特殊インク用原料の拡販に注力いたしました。電子材料事業におきまして

は、次世代半導体材料開発の強化によるトップシェアの確保及び新規ディスプレイ材料の拡販に努めてまいりまし

た。機能化学品事業におきましては、機能性ポリマーの開発を促進するとともに、化粧品原料や高純度特殊溶剤の

拡販に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は257億５千７百万円（前年同四半期比21.4％増）、営業利益は42

億２千万円（前年同四半期比26.2％増）、経常利益は45億４千８百万円（前年同四半期比30.4％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は34億４千７百万円（前年同四半期比43.9％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。（セグメント間取引を含んでおりません。）

なお、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　Ⅱ．当第３四半期連結

累計期間　３ 報告セグメントの変更等に関する情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より事業セグメン

トの利益又は損失の算定方法を変更しております。

①化成品事業

化成品事業におきましては、アクリル酸エステルグループは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく

受けた自動車塗料用や光学材料向け粘着剤用を中心に販売が回復し、売上高は増加いたしました。メタクリル酸

エステルグループは、塗料や粘着剤用などの販売が堅調に推移し、売上高は増加いたしました。また、売上高の

増加等により、セグメント利益は大幅に増加いたしました。この結果、売上高は89億３千９百万円（前年同四半

期比23.2％増）、セグメント利益は７億４千４百万円（前年同四半期比137.1％増）となりました。

②電子材料事業

電子材料事業におきましては、半導体材料グループは、主力であるArFレジスト用原料の販売が引き続き好調に

推移し、売上高は増加いたしました。表示材料グループは、テレワークやリモート授業などによるディスプレイ

の需要が好調に推移し、売上高は増加いたしました。また、売上高の増加等によりセグメント利益は増加いたし

ました。この結果、売上高は107億２千９百万円（前年同四半期比15.4％増）、セグメント利益は24億５百万円

（前年同四半期比5.2％増）となりました。

③機能化学品事業

機能化学品事業におきましては、化粧品原料グループは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により低迷し
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た需要が緩やかな回復基調にあることや、2021年２月１日付で三菱ケミカル株式会社より、頭髪化粧品用アクリ

ル樹脂の製造・販売の事業譲渡を受けたことにより売上高は増加いたしました。機能材料グループは、受託品の

販売が堅調に推移し、売上高は増加いたしました。また、利益率の高い製品比率の増加等によりセグメント利益

は大幅に増加いたしました。この結果、売上高は60億８千８百万円（前年同四半期比30.6％増）、セグメント利

益は10億７千７百万円（前年同四半期比40.8％増）となりました。

 
当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて25億１百万円増加し、478億２千６百

万円となりました。これは、主に現金及び預金の増加８億４千５百万円、受取手形及び売掛金の増加９億９千９百

万円、製品の増加７億８千４百万円及び有形固定資産の減少７億９千１百万円などによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べて３億９千１百万円減少し、99億８百万

円となりました。これは、主に支払手形及び買掛金の増加９億３千７百万円、設備投資代金等の支払による未払金

の減少10億７千４百万円及び長期借入金の減少３億４千４百万円などによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて28億９千２百万円増加し、379億１千

８百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加23億８千４百万円及び取引関係維持の目的で保有している

株式に係るその他有価証券評価差額金の増加３億６千８百万円などによるものです。

 
(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 
(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが計上した研究開発費の総額は９億７千３百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、次

のとおりであります。

以下の計画が新たに確定しております。
 

区分 会社名
事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定

総額 既支払額 着手 完了

新設
大阪有機化学
工業株式会社

(当社)

金沢工場
（石川県
白山市）

電子材料
事業

生産設備 約45億円 ―
自己資金
及び借入金

2022年

１月

2023年

３月

 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,000,000

計 76,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(2021年８月31日)

提出日現在

発行数(株)

(2021年10月１日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 22,410,038 22,410,038
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 22,410,038 22,410,038 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2021年６月１日～

2021年８月31日
－ 22,410,038 － 3,600,295 － 3,477,468

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である2021年５月31日現在で記載しております。

 

① 【発行済株式】

2021年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 256,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,145,400 221,454 －

単元未満株式 普通株式 8,338 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  22,410,038 － －

総株主の議決権 － 221,454 －
 

 
② 【自己株式等】

2021年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

大阪有機化学工業
株式会社

大阪市中央区安
土町１丁目７番
20号

256,300 － 256,300 1.14

計 － 256,300 － 256,300 1.14
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年６月１日から2021年

８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年12月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,521,760 8,366,997

  受取手形及び売掛金 7,699,661 8,699,641

  電子記録債権 465,049 316,730

  有価証券 200,250 －

  製品 3,688,947 4,473,566

  仕掛品 2,013,799 1,996,489

  原材料及び貯蔵品 1,476,641 1,823,860

  その他 80,681 97,818

  貸倒引当金 △12,387 △13,015

  流動資産合計 23,134,405 25,762,087

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,750,118 7,707,844

   機械装置及び運搬具（純額） 5,051,227 4,595,453

   土地 2,225,335 2,179,304

   建設仮勘定 564,575 432,461

   その他（純額） 708,065 592,302

   有形固定資産合計 16,299,321 15,507,366

  無形固定資産   

   のれん － 88,333

   その他 70,728 55,929

   無形固定資産合計 70,728 144,262

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,458,084 6,022,835

   退職給付に係る資産 83,972 99,791

   繰延税金資産 34,184 47,316

   その他 243,694 242,604

   投資その他の資産合計 5,819,935 6,412,548

  固定資産合計 22,189,985 22,064,176

 資産合計 45,324,390 47,826,264
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,201,121 4,139,050

  1年内返済予定の長期借入金 968,666 759,880

  未払金 1,913,480 839,226

  未払法人税等 715,869 1,030,701

  賞与引当金 43,000 242,124

  役員賞与引当金 64,080 53,610

  その他 647,446 457,615

  流動負債合計 7,553,664 7,522,208

 固定負債   

  長期借入金 2,029,377 1,684,473

  繰延税金負債 555,388 545,468

  その他 160,686 155,895

  固定負債合計 2,745,452 2,385,837

 負債合計 10,299,117 9,908,046

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,600,295 3,600,295

  資本剰余金 3,508,891 3,512,539

  利益剰余金 26,068,688 28,452,851

  自己株式 △435,195 △432,354

  株主資本合計 32,742,680 35,133,332

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,168,185 2,536,379

  為替換算調整勘定 △15,242 11,047

  退職給付に係る調整累計額 △237,610 △210,328

  その他の包括利益累計額合計 1,915,333 2,337,098

 非支配株主持分 367,259 447,787

 純資産合計 35,025,273 37,918,218

負債純資産合計 45,324,390 47,826,264
 

EDINET提出書類

大阪有機化学工業株式会社(E00855)

四半期報告書

 9/17



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年12月１日
　至 2020年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年８月31日)

売上高 21,217,561 25,757,404

売上原価 15,055,902 18,275,787

売上総利益 6,161,658 7,481,617

販売費及び一般管理費 2,818,275 3,261,472

営業利益 3,343,383 4,220,144

営業外収益   

 受取利息 1,207 1,277

 受取配当金 122,340 110,815

 為替差益 － 41,313

 補助金収入 － 115,300

 その他 65,876 65,132

 営業外収益合計 189,424 333,839

営業外費用   

 支払利息 6,879 5,440

 為替差損 22,447 －

 寄付金 16,000 －

 営業外費用合計 45,327 5,440

経常利益 3,487,480 4,548,543

特別利益   

 固定資産売却益 － 118,796

 投資有価証券売却益 － 282,235

 特別利益合計 － 401,031

特別損失   

 固定資産除却損 56,391 8,920

 ゴルフ会員権評価損 2,500 －

 特別損失合計 58,891 8,920

税金等調整前四半期純利益 3,428,588 4,940,654

法人税、住民税及び事業税 1,045,331 1,579,950

法人税等調整額 △55,164 △173,184

法人税等合計 990,167 1,406,765

四半期純利益 2,438,420 3,533,888

非支配株主に帰属する四半期純利益 42,024 86,391

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,396,396 3,447,497
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年12月１日
　至 2020年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年８月31日)

四半期純利益 2,438,420 3,533,888

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △128,816 370,144

 為替換算調整勘定 △3,897 26,289

 退職給付に係る調整額 22,865 27,891

 その他の包括利益合計 △109,849 424,326

四半期包括利益 2,328,571 3,958,214

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,288,058 3,869,262

 非支配株主に係る四半期包括利益 40,512 88,952
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【注記事項】

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間

(自　2020年12月１日　至　2021年８月31日)

 （新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）　
　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見
積りについて重要な変更はありません。

 
 

 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年12月１日
 至 2020年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
 至 2021年８月31日)

減価償却費 1,514,884千円 1,800,595千円

のれんの償却額 －千円 11,666千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2019年12月１日 至 2020年８月31日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年２月27日
定時株主総会

普通株式 487,254 22 2019年11月30日 2020年２月28日 利益剰余金

2020年７月２日
取締役会

普通株式 509,494 23 2020年５月31日 2020年８月11日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　 該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2020年12月１日 至 2021年８月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年２月25日
定時株主総会

普通株式 509,492 23 2020年11月30日 2021年２月26日 利益剰余金

2021年７月１日
取締役会

普通株式 553,842 25 2021年５月31日 2021年８月10日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　 該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自 2019年12月１日 至 2020年８月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

化成品
事業

電子材料
事業

機能化学品
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,254,540 9,301,521 4,661,499 21,217,561 － 21,217,561

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 232,150 232,150 △232,150 －

計 7,254,540 9,301,521 4,893,650 21,449,711 △232,150 21,217,561

セグメント利益 314,155 2,287,193 765,389 3,366,739 △23,356 3,343,383
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自 2020年12月１日 至 2021年８月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

化成品
事業

電子材料
事業

機能化学品
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 8,939,799 10,729,563 6,088,041 25,757,404 － 25,757,404

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 277,990 277,990 △277,990 －

計 8,939,799 10,729,563 6,366,032 26,035,395 △277,990 25,757,404

セグメント利益 744,777 2,405,040 1,077,903 4,227,721 △7,577 4,220,144
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「機能化学品事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に三菱ケミカル株式会社より頭髪化粧品用アク

リル樹脂の製造・販売事業を取得しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は100,000千円であります。

 
３　報告セグメントの変更等に関する情報

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に評価管理するため、共通費の配賦方法を見

直し、報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメント利益又は損失の算定方法により作

成したものを記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年12月１日
 至 2020年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
 至 2021年８月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 108.19円 155.62円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 2,396,396 3,447,497

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

2,396,396 3,447,497

普通株式の期中平均株式数(株) 22,150,319 22,152,920
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第75期（2020年12月１日から2021年11月30日まで）中間配当については、2021年７月１日開催の取締役会におい

て、2021年５月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、

配当を行っております。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 553,842千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　25円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 2021年８月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

2021年10月１日

 
 

大阪有機化学工業株式会社

取 締 役 会  御 中

 
 

 有限責任監査法人トーマツ

　　大阪事務所
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　合　弘　泰　 印

 

   
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 千　﨑　育　利 印

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大阪有機化学工

業株式会社の2020年12月１日から2021年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年６月１日から

2021年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年12月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大阪有機化学工業株式会社及び連結子会社の2021年８月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
 利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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